感染免疫系Ⅱ

広畑・斧・砂川・近藤・飯国範囲は客観式。

広畑先生（配布プリント参照）：血管炎症候群（サイズの分類・好発年齢・ANCA血管炎の原因抗体など。）CNSループスは少ないかもしれません。

斧先生：あまり絞れませんが、ヘルペスウイルス・マイコプラズマなどが中心。

近藤先生：強皮症　ノート参照

砂川先生：原因菌と抗菌薬というスライドと、血中濃度曲線の言葉（Cmax、MICなど）細かい薬に関しては、日々変わるから、がっつり覚えなくてもいいよと言っていました。

飯国先生：劇症型A群レンサ球菌感染症　感染性心内膜炎　無芽胞性嫌気性菌感染症

　　　　　この先生も絞れません。

石川先生（配布プリント参照）：

１コマ：多発性筋炎・皮膚筋炎の筋症状・筋炎の検査の特徴・治療での併用療法

２コマ：感染性心内膜炎・代表的食中毒・壊死性筋膜炎・腸炎関係全て

３コマ：HIVの臨床像と診断と症状・HAARTについて開始基準と副作用と治療効果

岡田先生：SLE・抗リン脂質抗体症候群（SLEの診断基準（p37）は広畑先生も重要と言っていました）

田中先生：成人Still病　ベーチェット病（特に特殊病変）　痛風と偽痛風

　　　　　　代講先生はHAARTの薬の扱い方

遠藤先生：RA（診断・臨床検査・関節外症状・治療・薬物療法）　

アナフィラキシーショック（治療など）　アレルギー

中村先生：マラリア（特に熱帯熱マラリア。）

結核の治療薬も大事だと言っていました。

